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企画に当たって

識者に問う

メタバースが開く
“新„たな現実

わたしの構想

「メタバース」と呼ばれるインターネット上の3D仮想空間が、
いま、脚光を浴びている。
メタバースは私たちの生活をどのように変えるのか。
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「メタバース」と呼ばれるインター

ネット上の 3D 仮想空間が、いま、

脚光を浴びている。多様な分野への

応用が期待されると言われるが、そ

もそもメタバースとは何なのか、聞

きなれない言葉に戸惑う人も多いだ

ろう。

メタバースは、私たちの生活をどの

ように変革する可能性があるのか。

また、今後、普及していくための課

題は何か。第一線で活躍する識者に

聞いた。

メタバースが開く
“新„たな現実



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

高
次
の
、
と
い
う
意
味
の
「
メ
タ
（m

eta
）」
と
、
世
界
を
表
す
「
ユ
ニ
バ
ー
ス
（universe

）」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
メ
タ

バ
ー
ス
（m

etaverse

）
は
、
一
九
九
二
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｓ
Ｆ
小
説Snow

 Crash

が
初
出
と
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
新
語
で
は
な
い
。

た
だ
、
昨
秋
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
メ
タ
バ
ー
ス
を
今
後
の
中
核
事
業
に
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
社
名
も
メ
タ
（M

eta Platform
s

）
に
替

え
た
こ
と
を
契
機
に
、
一
躍
、
世
界
の
流
行
語
に
な
っ
た
。

メ
タ
バ
ー
ス
の
定
義
は
十
人
十
色
だ
が
、
こ
れ
ま
で
Ｖ
Ｒ
（Virtual Reality

・
仮
想
現
実
）、
Ａ
Ｒ
（Augm

ented Reality

・
拡
張
現
実
）、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
諸
技
術
の
汎
用
性
を
一
層
向
上
さ
せ
た
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
取
り
あ
え
ず
は
当
た
ら
ず

と
も
遠
か
ら
ず
の
よ
う
だ
。
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
、
仮
想
の
三
次
元
空
間
に
没
入
し
て
、
二
次
元
の
モ
ニ
タ
ー
に
向
か
う
と
き
よ
り

も
「
リ
ア
ル
」
に
仕
事
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
世
界
各
地
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
で
は
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
は
本
当
に
普
及
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
何
が
必
要

な
の
か
。「
わ
た
し
の
構
想
」
五
九
号
で
は
、
わ
が
国
で
メ
タ
バ
ー
ス
開
発
・
利
用
の
最
前
線
に
お
ら
れ
る
五
人
の
識
者
に
話
を
伺
っ
た
。

仮
想
の
三
次
元
空
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
応
用
が
始
ま
っ
た

Facebook Japan

株
式
会
社
（
本
稿
執
筆
時
点
で
、
日
本
法
人
は
社
名
を
変
更
し
て
い
な
い
）
の
味
澤
将
宏
代
表
取
締
役
に
よ
る
と
、

メ
タ
バ
ー
ス
の
特
徴
は
、
自
分
の
ア
バ
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
間
を
行
き
来
で
き
る
仮

想
空
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
体
験
に
あ
る
。
勤
務
先
の
実
在
の
オ
フ
ィ
ス
を
メ
タ
バ
ー
ス
上
に
再
現
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
切
り
替
え
て
、

今
度
は
現
実
に
は
一
堂
に
会
し
得
な
い
世
界
各
地
の
同
好
の
士
と
交
流
を
深
め
る
と
い
う
具
合
だ
。

メ
タ
バ
ー
ス
が
秘
め
る
可
能
性
は
、
仕
事
や
趣
味
で
の
人
付
き
合
い
に
限
ら
な
い
。

医
療
へ
の
応
用
を
試
み
る
の
が
、谷
口
直
嗣
取
締
役
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ
（
最
高
技
術
責
任
者
）
が
率
い
る
医
療
機
器
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
メ
ー
カ
ー
・

Holoeyes

で
あ
る
。
臨
床
デ
ー
タ
か
ら
患
者
の
臓
器
や
血
管
、
腫
瘍
な
ど
の
Ｖ
Ｒ
を
作
成
し
、
三
次
元
空
間
上
で
手
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
手
術
を
そ
っ
く
り
再
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
手
術
箇
所
を
拡
大
し
た
り
、
か
つ
て
の
ヒ
ッ
ト
Ｓ
Ｆ
映

画
『
ミ
ク
ロ
の
決
死
圏
』
の
よ
う
に
身
体
内
部
に
入
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

教
育
分
野
で
の
メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
を
研
究
す
る
の
が
立
命
館
大
学
の
稲
葉
光
行
教
授
だ
。
日
本
と
海
外
の
学
生
に
仮
想
空
間
上
で
協

調
学
習
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
は
じ
め
は
戸
惑
っ
て
動
き
の
鈍
か
っ
た
日
本
人
学
生
が
海
外
の
学
生
に
触
発
さ
れ
て
、
次
第
に
自
発
性
を
発
揮

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
学
生
が
自
分
の
分
身
で
あ
る
ア
バ
タ
ー
を
用
い
る
こ
と
で
仮
想
空
間
の
文
脈
に
没
入
し
や
す
く
な
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
集
中
し
や
す
く
な
る
効
果
も
見
ら
れ
た
。

注
目
の
メ
タ
バ
ー
ス
、

そ
の
可
能
性
と
は

― 

私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
長
／
東
京
大
学 

教
授

谷
口
将
紀
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KEY
WORDS 大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
チ
ャ
ン
ス

個
人
的
に
関
心
が
あ
る
の
は
、
大
学
の
メ
タ
バ
ー
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
化
で
あ
る
。
二
月
に
行
わ
れ
た
メ
タ
の
イ
ベ
ン
ト
（M

eta AI: 

Inside the Lab

）
で
は
、
人
工
知
能
を
用
い
た
多
言
語
間
の
同
時
通
訳
シ
ス
テ
ム
の
開
発
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
日
本
人
を
悩
ま
せ
て

き
た
言
語
の
壁
は
早
晩
な
く
な
る
。
欧
米
ま
で
約
一
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
は
埋
め
よ
う
も
な
い
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら

ば
道
路
の
反
対
側
に
あ
る
校
舎
に
行
く
よ
り
も
近
く
、
世
界
各
国
の
学
生
や
研
究
者
と
の
交
流
が
可
能
に
な
る
。
ミ
ネ
ル
バ
大
学
の
例
を

引
く
ま
で
も
な
く
、
世
界
で
は
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
国
際
性
に
お
け
る
評
価
の
低
さ
が
ア
キ
レ
ス
腱
と
さ
れ

る
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
起
死
回
生
の
、
そ
し
て
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
筆
者
に
は
思
え
る
の
だ
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

谷
口
将
紀
（
た
に
ぐ
ち
・
ま
さ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
長
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）。

専
門
は
政
治
学
、
現
代
日
本
政
治
論
。

普
及
の
た
め
の
カ
ギ
は

こ
れ
ま
で
は
一
部
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
Ｖ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
等
を
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
名
の
下
に
広
く
社
会
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
は

何
が
必
要
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
仮
想
空
間
を
よ
り
「
リ
ア
ル
」
に
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
性
能
向
上
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
の
増
強
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
ゴ
ー
グ
ル
を
考
案
、
手
軽
な
Ｖ
Ｒ
体
験
を
可
能
に
し
た
ハ
コ
ス
コ
の

藤
井
直
敬
代
表
取
締
役
に
よ
る
と
、
メ
タ
バ
ー
ス
普
及
の
も
う
一
つ
の
カ
ギ
は
、
私
た
ち
の
身
体
や
実
生
活
の
延
長
線
上
に
「
楽
し
さ
」

や
「
う
れ
し
さ
」
を
感
じ
る
空
間
を
作
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
る
だ
け
で
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
上
空
を
翔
び

ま
わ
り
、
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
潜
れ
た
ら
さ
ぞ
楽
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
想
像
の
及
ば
な
い
千
年
後
の
世
界
な
る
も
の
を

「
再
現
」
さ
れ
て
も
、
小
説
や
映
画
、
ゲ
ー
ム
と
し
て
は
あ
り
得
よ
う
が
、
広
く
人
々
に
訴
求
す
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

も
う
一
つ
、
味
澤
氏
が
主
張
す
る
の
が
、
多
様
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
公
正
に
技
術
を
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
競
争
環
境
で
あ
る
。
同

氏
と
谷
口
（
直
）
氏
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
利
用
者
の
個
人
情
報
や
安
全
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ

れ
に
関
し
て
、
経
済
産
業
省
の
高
木
美
香
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
課
長
は
、
企
業
な
ど
の
垣
根
を
越
え
た
オ
ー
プ
ン
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
期
待

し
つ
つ
も
、
現
在
は
市
場
と
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
シ
ス
テ
ム
）
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
社
会
規
範
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
自
生
的
に
ル

ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
く
途
上
で
あ
る
と
い
う
。
規
制
に
つ
い
て
は
法
が
単
体
で
作
用
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
市
場
や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

の
こ
う
し
た
動
き
を
見
守
り
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
検
討
す
べ
き
だ
と
説
く
。

仮
想
の
三
次
元
空
間
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
、
メ
タ
バ
ー
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

メ
タ
バ
ー
ス
は
、

私
た
ち
の
生
活
を

ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
。

普
及
の
た
め
の
課
題
は
何
か
。インタビュー実施：2022 年 1 月～ 2 月

聞き手：大森翔子（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

ルール形成の議論に積極的に参加したい
Facebook�Japan 株式会社 代表取締役味澤将宏

次世代のソーシャル体験、相互運用可能性、オープンな競争

メタバースの可能性と今後のルール形成
経済産業省 商務情報政策局コンテンツ産業課長高木美香

価値の交換、アーキテクチャ、社会規範

高度な表現力を持ったメタバースで、
医療格差を解消する

Holoeyes 株式会社 取締役兼CTO（最高技術責任者）谷口直嗣

手術の三次元モデル、ブロックチェーン、感覚的なテクノロジー

協調的な学びの場として、
大きな可能性を秘めたメタバース

立命館大学政策科学部 教授稲葉光行

インタラクションに富んだ学び、仮想空間の文脈、目的意識の設定

株式会社ハコスコ 代表取締役藤井直敬
自分の「生きたい現実」を
生きていけるようになる

現実の延長線、あり得ない体験、「楽しさ」や「うれしさ」
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識
者
に
問
う

メ
タ
バ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
。
普
及
の
た
め
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ル
ー
ル
形
成
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い

味
澤
将
宏

Facebook Japan

株
式
会
社

代
表
取
締
役

つ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
デ
バ
イ
ス
が
Ｐ
Ｃ
か
ら
モ
バ
イ
ル
に
移
行
し
た
よ
う
に
、
現

在
は
、
モ
バ
イ
ル
か
ら
メ
タ
バ
ー
ス
に
移
行
す
る
過
渡
期
だ
と
考
え
て
い
る
。
米
国
本
社
が
社
名
を

〝Facebook

〟
か
ら
〝M

eta

〟
に
変
更
し
た
の
は
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
た
め
だ
。

メ
タ
バ
ー
ス
の
特
徴
を
一
言
で
い
う
な
ら
、「
空
間
内
で
没
入
感
あ
る
交
流
が
可
能
な
次
世
代
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
体
験
」
で
あ
ろ
う
。
物
理
的
に
距
離
が
離
れ
て
い
て
も
、
同
じ
三
次
元
で
の
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
の
モ
バ
イ
ル
上
で
は
、
ア
プ
リ
内
で
こ
う
し
た
同
じ
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
ま
で
は
難
し
い
。

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
で
は
、
自
分
の
ア
バ
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
の
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
間
を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る
の
が
「
相
互
運
用
可
能
性
」
だ
が
、

こ
れ
は
一
夜
に
し
て
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
五
〜
一
〇
年
と
い
っ
た
年
数
を
か
け
て
作
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
現
在
の
二
次
元
の
ア
プ
リ
と
、
Ｖ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
と
い
っ
た
技
術
と
の
統
合
を
進
め
な
が
ら
、
シ
ー

ム
レ
ス
に
進
化
さ
せ
て
い
く
。
今
後
、
現
実
世
界
と
メ
タ
バ
ー
ス
の
融
合
が
進
む
と
、
身
体
が
不
自
由
な
人

や
高
齢
者
も
、
メ
タ
バ
ー
ス
内
で
自
由
に
動
き
回
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

メ
タ
バ
ー
ス
に
お
け
る
人
々
の
つ
な
が
り
は
、
二
つ
の
方
向
性
で
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

会
社
に
お
け
る
チ
ー
ム
の
よ
う
な
、
現
実
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
関
係
性
を
メ
タ
バ
ー
ス
内
に
置
き
換
え

る
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
共
通
の
趣
味
・
嗜し

好こ
う

な
ど
を
も
と
に
し
て
構
築
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
つ
な

が
り
を
充
実
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
。
日
本
は
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊
富
に

あ
り
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
適
合
性
が
高
く
、
新
た
な
市
場
を
拓ひ

ら

く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
は
ま
だ
黎れ

い

明め
い

期
だ
。
こ
れ
か
ら
多
様
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
参
入
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
働
き
方
、
暮
ら
し
が
向
上
す
る
可
能
性
が
大
い
に
広
が
る
。
そ
う
し
た
参
入
を
促
す
た

め
に
は
広
く
公
正
に
技
術
を
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
競
争
が
重
要
で
あ
っ
て
、
あ
る
者
が
寡
占
・
独
占
す

る
よ
う
な
状
態
は
望
ま
し
く
な
い
。
同
時
に
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
安
全
性
を
確
保
し
て
い
く
仕
組

み
を
、
業
界
を
あ
げ
て
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
特
性
を
持

っ
て
い
た
と
し
て
も
参
加
で
き
る
包
括
性
も
確
保
す
る
必
要
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
わ
れ
わ
れ
が
経
て
き
た

経
験
や
反
省
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
領
域
の
関
係
者
と
の
間
で
、
ま
ず
は
今
後
起
き
う
る
課
題
と
そ

の
対
処
法
を
し
っ
か
り
議
論
し
、
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

M
eta

（
旧Facebook

社
）
の
日
本
法
人
を
統
括
。
同
社
は
昨
年
、
社
名
をM

eta

に
変
更
、
メ
タ
バ
ー
ス
構
築
の
実
現
に
注
力
す
る
と

し
て
、
創
業
以
来
の
大
転
換
を
図
っ
た
。
味
澤
氏
は
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
等
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
広
告

事
業
担
当
本
部
長
お
よ
び
日
本
・
東
ア
ジ
ア
地
域
事
業
開
発
担
当
本
部
長
。
二
〇
一
六
年
、
同
社
上
級
執
行
役
員
。
長
ら
く
オ
ン
ラ
イ
ン

メ
デ
ィ
ア
で
の
広
告
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。「
ネ
ッ
ト
広
告
」
の
進
化
の
可
能
性
を
加
速
さ
せ
る
取
り
組
み
を
目
指
し
、
二
〇
二
〇
年

一
月
、Facebook Japan

株
式
会
社
代
表
取
締
役
に
就
任
。

味
澤
将
宏
（
あ
じ
さ
わ
・
ま
さ
ひ
ろ
）

スティーヴン・スピルバーグ（監督・製作）〔2018〕

DVD『レディ・プレイヤー 1』
ワーナー・ブラザーズ・ホームエンターテイメント

か
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識
者
に
問
う

メ
タ
バ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
。
普
及
の
た
め
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

高
度
な
表
現
力
を
持
っ
た
メ
タ
バ
ー
ス
で
、

医
療
格
差
を
解
消
す
る

谷
口
直
嗣

H
oloeyes

株
式
会
社

取
締
役
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ

（
最
高
技
術
責
任
者
）

プリマヴェラ・デ・フィリッピ、アーロン・ライト〔2020〕

ブロックチェーンと法
〈暗号の法〉がもたらすコードの支配

片桐直人編訳
弘文堂

床
医
療
や
医
療
教
育
を
行
う
際
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
急
速
に
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
医
療
分
野
で
代

表
的
な
の
は
、
手
術
の
た
め
の
三
次
元
の
モ
デ
ル
だ
。
人
の
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
手
術
は
失
敗
が

許
さ
れ
な
い
。
事
前
に
、
Ｖ
Ｒ
空
間
で
手
術
計
画
を
何
度
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
治
療
の
方
針
を
複

数
の
医
師
が
共
同
で
検
討
し
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
入
念
に
行
っ
た
り
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

Ｖ
Ｒ
空
間
で
治
療
方
針
等
を
議
論
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
場
所
に
縛
ら
れ
ず
に
話
せ
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
世
界
各
国
の
専
門
家
同
士
が
、
現
実
に
近
い
三
次
元
情
報
を
共
有
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
治
療
や
手
術
な
ど
で
扱
う
人
間
の
身
体
は
個
人
差
が
大
き
く
、
骨
や
臓
器
の
形
は

人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
医
療
に
お
い
て
三
次
元
の
情
報
が
あ
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
が
ん
を

と
り
ま
く
血
管
の
形
も
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
手
術
の
場
に
リ
ア
ル
に
立

ち
会
っ
て
も
視
野
が
遮
ら
れ
、
見
え
る
範
囲
は
限
定
さ
れ
る
が
、
Ｖ
Ｒ
空
間
で
は
そ
う
し
た
制
限
が
な
い
。

該
当
部
位
を
拡
大
し
た
り
、
身
体
内
部
に
入
り
込
ん
だ
り
と
、
自
由
な
見
方
で
身
体
を
見
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
医
師
の
手
術
の
動
き
を
再
現
し
て
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
は
提
供
さ

臨れ
始
め
て
間
も
な
い
が
、
医
療
で
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
は
必
然
の
流
れ
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
医
療
分
野
へ
の
適
応
が
進
む
に
は
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、
人
体
に
介
入
す
る
医
療
分
野
は
非
常

に
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ヴ
で
、
新
技
術
の
導
入
に
は
慎
重
な
傾
向
が
強
い
。
ゲ
ー
ム
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

な
ど
技
術
競
争
が
早
く
進
ん
で
い
る
分
野
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
最
新
の
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
そ
れ
ら
の
業
界
の
成
果
の
よ
い
部
分
を
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

次
に
、
人
の
身
体
と
い
う
個
人
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
だ
。
医
療
デ
ー
タ
は
、
組
織
が
責
任
を
持
っ

て
管
理
す
る
こ
と
が
大
事
だ
が
、
今
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
っ
て
認
証
や
記
録
な
ど
を
行
い
、

外
部
か
ら
改
ざ
ん
さ
れ
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
メ
タ
バ
ー
ス
関
連
技
術
に
は
、
ま
だ
表
現
の
限
界
が
あ
る
。
今
後
は
触
覚
や
温
度
、
音

響
関
連
と
い
っ
た
感
覚
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
メ
タ
バ

ー
ス
技
術
が
十
分
な
表
現
力
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
方
と
都
市
、
途
上
国
と
先
進
国
の
間
に
あ
る

医
療
格
差
の
解
消
も
目
指
せ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
世
界
は
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
圧
倒
的
な
ス
ピ

ー
ド
で
成
長
拡
大
し
て
い
る
が
、
医
療
分
野
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

 株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
を
経
て
、
株
式
会
社
ナ
ブ
ラ
に
て
Ｃ
Ｇ
の
研
究
開
発
に
従
事
し
た
の
ち
、
独
立
し
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
る
。

３
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
中
心
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
の
企
画
開
発
に
携
わ
る
。

二
〇
一
六
年
一
〇
月
にHoloEyes

株
式
会
社
を
設
立
。
同
社
代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ
就
任
。
医
療
領
域
に
お
け
る
、
臨
床
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
教
育
向
け
Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
を
開
発
・
提
供
し
て
い
る
。
女
子
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
。
横
浜
国
立
大
学
建
設
工
学
科
船
舶

海
洋
工
学
コ
ー
ス
卒
業
。

谷
口
直
嗣
（
た
に
ぐ
ち
・
な
お
じ
）

13 12No. 59—2022年 4月わたしの構想



識
者
に
問
う

メ
タ
バ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
。
普
及
の
た
め
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

協
調
的
な
学
び
の
場
と
し
て
、

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
メ
タ
バ
ー
ス

稲
葉
光
行

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部

教
授

タ
バ
ー
ス
を
駆
使
し
た
学
習
を
、
教
育
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
る
べ
き
か
。
私
は
、
一
〇
年
く
ら
い

前
か
ら
、「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
と
い
う
メ
タ
バ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
に
着
目
し
、
最
近
は
「
マ
イ
ン
ク

ラ
フ
ト
」
の
マ
ル
チ
プ
レ
イ
環
境
な
ど
も
使
い
な
が
ら
、
仮
想
空
間
で
の
学
習
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
一
連
の
研
究
か
ら
、
対
話
を
し
な
が
ら
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
能
動
的
な
学
び
を
通
じ
て
、

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
が
、Society 5.0

（
ソ
サ
エ
テ
ィ5.0

）
の
時
代
に
お
け
る
学
習
や
教
育
に
良
い
効
果
を

発
揮
す
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
実
感
し
た
出
来
事
の
一
つ
が
、
日
本
と
海
外
の
大
学
生
が
仮
想
空
間
で
集
ま
り
、

学
習
に
参
加
す
る
実
験
だ
。
参
加
者
に
は
、
仮
想
空
間
上
で
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
「
東
海
道
五
三
次
」
を

テ
ー
マ
に
「
創
造
す
る
」
課
題
が
与
え
ら
れ
た
。
日
本
人
学
生
は
、
最
初
こ
そ
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

ず
戸
惑
っ
て
い
た
が
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
提
案
す
る
海
外
の
学
生
に
触
発
さ
れ
て
、
次
第
に
自
発
的
・
能
動

的
に
「
自
分
が
貢
献
で
き
る
位
置
」
を
意
識
し
て
動
く
よ
う
に
な
っ
た
。
国
籍
を
越
え
た
交
流
と
学
び
、
参

加
者
の
自
発
的
な
学
習
の
促
進
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
だ
か
ら
こ
そ
実
現
可
能
と
な
っ
た
現
象
で
あ
る
。
現

メ実
に
国
や
文
化
を
超
え
た
学
習
を
行
う
た
め
に
は
、
物
理
的
な
場
や
教
室
を
用
意
し
て
参
加
者
を
集
め
る
必

要
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
く
と
も
簡
単
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
バ
タ
ー
（
学
習
者
の
仮
想
的
な
身
体
）

の
よ
う
な
仕
組
み
を
使
う
と
、
現
実
世
界
の
制
約
に
縛
ら
れ
ず
、
仮
想
空
間
の
文
脈
に
没
入
し
や
す
く
な
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
や
自
分
の
役
割
に
、
よ
り
意
識
が
向
か
い
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

一
方
で
、
課
題
も
あ
る
。
仮
想
空
間
は
、
放
っ
て
お
け
ば
「
無
法
地
帯
」
と
化
し
や
す
い
。
外
部
か
ら
の

侵
入
を
ど
う
防
ぐ
か
な
ど
、
リ
ス
ク
管
理
の
体
制
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
参
加
者
の
身
勝
手
な
振
る
舞
い

を
防
ぎ
、
仮
想
空
間
の
秩
序
を
自
律
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
参
加
者
の
間
で
「
社
会
的
に
有
用
な
ゴ
ー

ル
」
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
私
た
ち
の
過
去
の
研
究
か
ら
も
、
社
会
的
に
有
意
義
な
目
的
を
共

有
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
投
稿
が
荒
れ
に
く
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
メ

タ
バ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
学
習
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
に
は
「
目
的
意
識
の
設
定
」
が
重
要
だ
。
メ
タ
バ

ー
ス
空
間
で
行
う
作
業
に
、
社
会
に
ど
う
役
立
つ
の
か
、
何
を
す
る
場
で
あ
る
の
か
と
い
う
「
社
会
的
に
有

用
な
ゴ
ー
ル
」
を
明
確
に
設
定
す
る
こ
と
が
、
効
果
的
な
協
調
学
習
に
つ
な
が
り
や
す
い
。「
新
し
い
文
化

的
道
具
」
で
あ
る
メ
タ
バ
ー
ス
を
、
学
習
者
が
ど
う
使
い
、
何
を
学
ぶ
の
か
と
い
う
「
学
習
環
境
の
設
計
」

が
急
務
で
あ
る
。

 専
門
は
学
習
科
学
・
認
知
科
学
。「
文
理
融
合
型
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
「
協
調
学
習
」
を
研
究
。
富
士
通
株
式

会
社
、
ハ
ワ
イ
大
学
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
研
究
所
等
を
経
て
、
一
九
九
八
年
、
立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
助
教
授
に
着
任
。
二
〇
〇
五
年

か
ら
一
年
間
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
比
較
人
間
認
知
研
究
所
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
学
習
支
援
の
研

究
に
従
事
。
二
〇
〇
八
年
、
同
学
部
教
授
。
ハ
ワ
イ
大
学
大
学
院
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
＆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
修
了
。

稲
葉
光
行
（
い
な
ば
・
み
つ
ゆ
き
）

稲葉光行［編］〔2012〕

デジタル・ヒューマニティーズ研究とWeb技術
ナカニシヤ出版
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識
者
に
問
う

メ
タ
バ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
。
普
及
の
た
め
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

自
分
の
「
生
き
た
い
現
実
」
を

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
る

藤
井
直
敬

株
式
会
社
ハ
コ
ス
コ

代
表
取
締
役

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
新
し
い
空
間
で
あ
る
メ
タ
バ
ー
ス
は
、
実
生
活
の
空
間
で
は
あ
り
得
な
い
体

験
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
。
今
、
生
き
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
現
実
は
、
脳
が
作

り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
脳
が
意
識
的
・
無
意
識
的
に
「
自
分
」
と
い
う
概
念
を
作
り
、
私
た
ち
は
身
体
を

通
じ
て
現
実
を
知
る
。
そ
の
脳
が
現
実
だ
と
認
知
す
る
範
囲
を
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て

変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
が
作
り
出
す
「
現
実
」
が
新
し
い
価
値
を
持
つ
か
ど
う
か
は
、
脳
が

「
楽
し
さ
」
や
「
う
れ
し
さ
」
を
感
じ
る
空
間
を
、
現
実
の
延
長
線
上
に
作
れ
る
か
ど
う
か
だ
。
私
は
、
身

体
や
実
生
活
と
「
地
続
き
」
で
つ
な
が
る
空
間
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
持
つ
新
し
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

現
状
で
は
ま
だ
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
「
技
術
の
た
め
の
技
術
」
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
事
業
者
が
作
り
た
い
も

の
を
作
る
、い
わ
ば
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
」
の
状
態
を
出
て
い
な
い
。
脳
が
「
楽
し
さ
」
や
「
う
れ
し
さ
」

を
感
じ
る
よ
う
な
メ
タ
バ
ー
ス
の
価
値
設
計
は
、
こ
れ
か
ら
だ
。
そ
う
し
た
体
験
を
先
行
し
て
提
供
で
き
て

い
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
ゲ
ー
ム
空
間
だ
け
に
み
え
る
が
、
ゲ
ー
ム
は
現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
本
質
を
捉
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
遠
隔
地
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
般
化
し
て
い
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
技
術
を
使
え
ば
も
っ
と
リ
ッ

チ
な
会
話
や
交
流
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
以
上
に
人
び
と
に
浸
透
す
る
サ
ー
ビ
ス
は

ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
。

他
方
で
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
で
対
話
し
た
相
手
と
実
生
活
の
空
間
で
対
面
し
た
ら
、
思
い
描
い
て
い
た
外

見
や
人
物
像
と
か
け
離
れ
て
い
た
、
と
い
っ
た
こ
と
も
普
通
に
起
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
変
え
て
自
由
に
振
る
舞
い
た
い
と
い
う
人
も
い
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
で
は
実
際
と
同
じ
人
格
で
生
き
て
ほ

し
い
。「
良
い
」「
悪
い
」
と
い
う
善
悪
の
価
値
観
も
、
こ
れ
ま
で
社
会
で
定
義
さ
れ
て
き
た
も
の
と
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
メ
タ
バ
ー
ス
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
世
界
と
接
続
す
る
空
間
で
こ
そ
価

値
を
創
造
で
き
る
。

今
後
は
、「
脳
が
何
を
現
実
と
考
え
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
社
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
全
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
「
生
き
た
い
現
実
」
を

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、「
現
実
」
と
は
何
か
を

再
定
義
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 現
実
科
学
を
中
心
に
研
究
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
研
究
員
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
、
理
化
学
研
究
所
・
象
徴
概
念
発
達
研
究
副

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
二
〇
〇
八
年
に
同
研
究
所
・
適
応
知
性
研
究
チ
ー
ム
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。
二
〇
一
四
年
に
株
式
会
社
ハ
コ
ス
コ
を
立

ち
上
げ
、
Ｖ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
を
行
う
。
同
社
代
表
取
締
役
。
二
〇
一
八
年
よ
り
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
大
学
院
専
任
教

授
。
著
書
に
『
つ
な
が
る
脳
』『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ブ
レ
イ
ン
ズ
入
門
』『
予
想
脳
』
な
ど
が
あ
る
。
東
北
大
学
医
学
部
卒
業
、
同
大
学
大
学
院

に
て
医
学
博
士
号
取
得
。

藤
井
直
敬
（
ふ
じ
い
・
な
お
た
か
）

藤井直敬、太田良けいこ〔2022〕

脳と生きる
不合理な〈私〉とゆたかな未来のための思考法

河出新書
2022年 5月刊行予定

テ
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識
者
に
問
う

メ
タ
バ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
の
か
。
普
及
の
た
め
の
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

メ
タ
バ
ー
ス
の
可
能
性
と
今
後
の
ル
ー
ル
形
成

高
木
美
香

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
課
長

バ
タ
ー
が
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
動
く
メ
タ
バ
ー
ス
の
空
間
は
、
多
様
な
方
面
で
広
が
っ
て
い
る
。

現
段
階
で
は
三
つ
の
分
野
に
整
理
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
現
実
に
あ
る
実
際
の
空
間
を
代
替
す
る
も

の
。
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
と
言
わ
れ
る
領
域
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
二
つ
目
は
、
こ
の

現
実
を
代
替
し
た
空
間
に
、
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
な
ら
で
は
の
機
能
を
加
え
た
も
の
。
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
産
業
の
例
で
は
、
観
客
と
ア
バ
タ
ー
を
介
し
て
直
接
的
な
交
流
を
す
る
ラ
イ
ブ
空
間
な
ど

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
三
つ
目
は
、
現
実
で
は
物
理
的
に
実
現
で
き
な
い
こ
と
、
い
わ
ば
「
新
し
い
現
実
」
を

つ
く
る
メ
タ
バ
ー
ス
だ
。
例
え
ば
、
空
を
飛
ぶ
と
い
っ
た
、
生
身
の
身
体
で
は
不
可
能
な
、
身
体
の
制
約
を

超
え
た
体
験
が
で
き
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
発
展
と
い
う
観
点
で
見
る
と
、
現
在
の
メ
タ
バ
ー
ス
は
、
各
企
業
、
あ
る
い
は
サ
ー

ビ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
提
供
さ
れ
る
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
」
な
形
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
企
業
な
ど
の

垣
根
を
越
え
た
相
互
運
用
、つ
ま
り
「
オ
ー
プ
ン
」
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
「
情

報
」
の
交
換
が
中
心
だ
っ
た
が
、今
後
は
メ
タ
バ
ー
ス
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
な
ど
に
よ
り
「
価

値
」
の
交
換
も
可
能
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
次
の
レ
ベ
ル
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
過
程
で
様
々
な
問
題
が
起
き
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、当
面
は
、新
た
な
市
場
と
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
シ

ス
テ
ム
）
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
社
会
規
範
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
が
実

態
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
二
〇
年
ほ
ど
前
に
、
米
国
の
憲
法
学
者
で
あ
る
レ
ッ
シ
グ
が
的
確
に
指
摘
し
た
通

り
だ
。
レ
ッ
シ
グ
は
、
人
々
の
行
動
制
約
は
、
法
・
社
会
規
範
・
市
場
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
要
素
が

相
互
に
作
用
し
て
な
さ
れ
る
も
の
だ
と
提
唱
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
は
新
し
く
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、

無
体
物
の
所
有
権
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
点
で
の
法
律
の
整
備
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
規
制
と
い
う

点
で
は
、
法
が
単
体
で
作
用
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
要
素
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
変
化
が
早
い
市
場
や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
こ
う
し
た
動
き
を
見
守
り
つ
つ
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

支
援
策
と
し
て
は
、
市
場
の
健
全
な
発
展
や
海
外
へ
の
発
信
な
ど
を
後
押
し
す
る
た
め
、
技
術
の
標
準
化

や
互
換
性
を
担
保
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
こ
と
、業
界
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ

Ｘ
）
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
動
き
が
速
い
分
野
で
あ
る
た
め
、
動
向
を
よ
く
見
て
、
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
と
な
ろ
う
。 

二
〇
〇
二
年
、
経
済
産
業
省
に
入
省
。「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
の
海
外
発
信
や
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
」
育
成
施
策
の
推
進
を
担
当
し

て
き
た
。
そ
の
後
、
新
興
国
向
け
の
通
商
政
策
や
国
際
標
準
化
政
策
等
の
「
国
際
ル
ー
ル
形
成
」
施
策
を
担
当
し
、
二
〇
一
八
年
よ
り
現

職
。
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興
施
策
に
携
わ
る
。
ゲ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
に
お
け
る
仮
想
空
間
の
利
用
が
広
が
っ
た

こ
と
か
ら
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
一
年
に
「
仮
想
空
間
の
今
後
の
可
能
性
と
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
分
析
事
業
」
を
実
施
・
担
当
。

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学M

BA/M
A in Education

。

高
木
美
香
（
た
か
ぎ
・
み
か
）

ア

加藤直人〔2022〕

メタバース さよならアトムの時代
集英社

2022年 4月 5日発売

本
著
で
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
時
代
か
ら
バ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
時
代
へ
の
変
化
は
、
す
な
わ
ち
、
物
質
的
世
界
か
ら
本
質
的

世
界
へ
の
変
化
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
物
質
的
で
あ
る
こ
と
は
大
き
な
制
約
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、「
本
質
」
と
は
何
か
、
人
間
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索
す
る
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

推
薦
図
書

紹
介
文

19 18No. 59—2022年 4月わたしの構想



データで 見る

（回）

“新„たな現実
メタバースが開く

新聞全国紙における「メタバース」（単語）登場回数の推移

2020 年 2021年 2022年
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

2016 2017

35.2

27.0

20.2 19.0 19.1

22.7

29.6

38.2

2018 2019 2020 2021 2022 2023

日本の e- スポーツ：市場規模・ファン数の推移と予測

仮想空間における協調学習の例

注）�2021 年以降は予測値。
出所）�令和 3年度版「情報通信白書」。同白書では、Omdia による集計・予測値を引用。

出所）�科学研究費助成事業「メタバースを用いた日本文化に関する『状況学習』支援環境に関する総合的研究」、「メタバースを用いた日
本文化および生活文化の状況学習支援環境に関する総合的研究」（いずれも代表：立命館大学教授・稲葉光行）。

注）�数字は、朝日・読売・毎日・産経・日経の 5紙の記事タイトル・本文中に登場した合計回数を示す。
出所）�ニフティ「新聞雑誌横断検索」で、朝日・読売・毎日・産経 4紙の月次データを算出。日経のみ、日経テレコンから月次データ

を算出。
注）�いずれも 2021年以降の数値は、2021年 4月時点での予測値。
出所）�ファミ通プレスリリース（2021年 4月 16日）より作成。調査は角川アスキー総合研究所が担当。

世界の AR/VR：市場規模・出荷台数の推移と予測
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0
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0

40

35

30
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20

15

10

5

0

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 2

（市場規模：億円） （ファン数：千人）

（ソフトウエア・サービス：億ドル） （ハードウエア：百万台）

SecondLife で日本の高校生と
ハワイ大学の学生が交流した時の画面

「メタバース」登場回数
（朝日・読売・毎日・産経・日経）

ソフトウェア・サービス売上高
(左目盛り )

ファン数
（右目盛り）

市場規模
（左目盛り）

ハードウェア出荷台数
（右目盛り）

予測値

SecondLife でバーチャル茶会を開催した時の画面
9.3

17.9 21.6 26.4
32.0

37.9

51.3

69.6

予測値
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